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高層湿原「花之江河」「小花之江河」の現状及び課題 

 平成 30 年度第 2 回検討会と現地視察において、湿原内への水流入流出経路の概要、

登山道から湿原内へ流入した土砂の行方、花之江河湿原内木道の影響について確

認した事項を取りまとめた。  
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現状及び課題（花之江河） 

【【Ｎｏ４】  一時登山道からの浸食
土砂が湿原に流れ込んだが、現
在は沈静化している。 

【Ｎｏ５】 新たな湧水地から、流路が
形成されている。 

【Ｎｏ３】 黒味岳（北側）方向から供給
される水の大部分は湿原に滞留する
ことなく湿原外に排出される。 

【Ｎｏ６】  木製歩道よりも下流は地下水位
が下がり、地下水とバランスのとれたとこ
ろで湧水地が発生している 
（新たな流路の形成） 

・特に、岳参り祠の後方はレキが出るとこ
ろまで浸食されて、今は流路が横方向に
が広がっている。 

【Ｎｏ１】  これまでの浸食土砂によ
り、湿原の下流側は浸食による河
床低下が進行している可能性が
ある。 

【Ｎｏ２】 ビャクシン、ミズゴケ、流路
状況については、大きな変化はな
い。 

【Ｎｏ７】 木製歩道により水の流れを堰き止めダ
ムアップしているので、木道の上流と下流で水
頭が変わっている。このため、木製歩道より下
流では湧水地ができて、流路が形成されてい
る。 
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現状及び課題（小花之江河） 

【Ｎｏ３】 花之江河と比べると、小花
之江河は集水面積が小さく湿原を
覆う土砂層は薄い。 

・水を貯留する容量は小さいと考え
られる。 

【Ｎｏ２】 一時登山道からの浸食土砂
が湿原に流れ込んだが、現在は沈
静化している。 

 

【Ｎｏ１】 湿原への水の流入は４箇
所、いずれも集水域が小さく流入
量も少ない。 


